
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界におけるレンタル業の第１号は電話の発明者グラハム・ベルが１８８７年に始めた「電話機の貸し出し」

だそうですが、日本のレンタル業は江戸時代までさかのぼります。貸し出したものは「ふんどし」。汚れたふ

んどしをきれいなふんどしと交換する「貸しふんどし屋」。洗濯する時間も惜しい人に重宝されたそうです。 

事業所様、応援サイト 

http://www.pc-kaikei.net/ 

政府は賃上げを訴え、大手企業では年収４割増や急激な物価高騰への対応を給与

等で実施することを発表した企業もありますが、多くの中小企業は対応したくて

も厳しい状況にあります。大手企業の賃上げが、中小企業やそこで働く人々に好

影響をもたらしてくれることを期待したいものです。 

と、現在の日本養蜂協会である日本養蜂はちみつ協会が 1985年に制定しました。ハチと聞くと「刺されそう

で怖い」という人もいるかもしれませんが、ミツバチはおとなしい昆虫で、巣を守るなど自衛のためを除けば

自ら攻撃してくることはめったにないのだとか。人類との付き合いも長く、紀元前1万5千年頃のものとされ

るスペインの洞窟の壁画には採蜜の様子が描かれており、エジプトの古代墓からは紀元前1千年以前の壷に入

ったハチミツも発見されています。国内でも「日本書紀」に養蜂の記載があり、その歴史ははるか飛鳥時代ま

でさかのぼることができるのです。 

ハチミツにはビタミン・アミノ酸・ポリフェノールの他、腸内の善玉菌を増やすグルコン酸なども含まれ、健

康や美容の強い味方です。年度末の体調維持にミツバチの恵みを生かしてみませんか。 

来る３月８日は「みつ（3）はち（8）」の語呂合わ

せから「ミツバチの日」。全日本はちみつ協同組合 

今月のマメ知識：【国税も手軽にPay払い】 

国税は、申告した税額に基づき納税者自身が期限までに納付する必要があります。これまでは金融機関の窓口

で納付したり、指定した口座からの振替による納付がほとんどでした。ところが最近ではクレジットカードや 

インターネットバンキングなどを利用した納付、e-Taxによるダイレクト納付、コン 

ビニでのバーコード納付などといったいろいろな方法があります。 

これに加えて２０２２年１２月１日からスマートフォンのアプリによる「Pay払い」 

が可能になりました。これまでにもクレジットカードを使った納付はありましたが、 

利用者が金額に応じた手数料を負担する必要がありました。しかしPay払いでは手 

数料は発生せず、利用者に負担が生じません。現在、利用可能なPay払いは６種類あ

り、「アカウント残高を利用した支払い方法のみ利用可能」で、一度の納付での上限額は30万円です。キャッ

シュレス法をもとに税金など国や市町村への支払いのキャッシュレス化はますます進んでいくでしょう。 

http://www.pc-kaikei.net/


令和４年分の確定申告（2／16～3／15） 

各種所得がわかる書類、源泉徴収票、保険料控除

証明書、医療費領収書等の必要書類の準備が整い

ましたら当所までお願いします。 

今月のお知らせ 
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電話：0790-62-8881 FAX：0790-62-8885 

URL: http://www.yanagita.net 

MAIL： m-yanagita@nifty.com 

今月の気になっていたあの言葉：【インボイス制度】 

２０２３年１０月より導入する予定の「適格請求書等保存方式」のこと。事業者が消費税を納める際、仕入税

額控除を受けるために品目ごとの税率（8％・10％）を明記した請求書が必要になる。発行できるのは消費税

納付の義務を負う課税事業者に限られ、免税事業者が課税事業者に転換する場合に生じる問題も懸念される。 

「キング・オブ・ロックンロール」

と称されるエルヴィス・プレスリ

ーの言葉。人の記憶に残らなくて

もいいが、せめて自分の思い出に

なるようなことをしたいものだ。 

今月の商売のヒント：【一次情報にこそ価値がある】 

今から２年前、トヨタ自動車の豊田章男社長は「100年に一度の大

変革の時代を生き抜くために」という社長メッセージを出しまし

た。「私は、トヨタを“自動車をつくる会社”から“モビリティカ

ンパニー”にモデルチェンジすることを決断しました」から始まる

メッセージの中で、約 100年前の米国に 1500万頭いたとされる馬

が、今では 1500万台の自動車に置き換わった現実を踏まえ「今は

その時と同じか、それ以上のパラダイムチェンジを迎えているので

はないか」と問いかけています。 

過去の苦難を生き抜いてきた企業にはいくつかの共通点がありま

すが、そのひとつは「時代の変化への対応力」ではないかと思いま

す。フィルム製造から化粧品、医薬品へと分野を広げ、近年は医療

用機器の製造受託にも注力している２兆円企業といえば富士フイ

ルム。ゲーム機やゲームソフトで世界的に有名な任天堂の原点は花

札。国内外で約２万店舗を展開するローソンは、元をたどれば米国

オハイオ州の牛乳屋でした。時代を生き抜いてきた企業は、その

時々で業種業態を変容させながら環境に 

適応する工夫をしてきたのでしょう。 

ところで、こうした良い例をいくら聞い 

ても、人づてやネットの情報では実感が 

乏しく、自分事になりにくいものです。 

結果、頭で分かっていても行動につなが 

りません。そこであなたの周りに長く続いている商売があれば、ぜ

ひ直接出向いて、ご本人から話を聞いてみてはいかがでしょうか。

実際にやっている人が持っている「一次情報」にこそ、時代を生き

抜く知識や知恵が詰まっていると思います。 

http://www.yanagita.net
mailto:m-yanagita@nifty.com

